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書誌ユーティリティにおける総合目録の品質管理の実証的研究 
─総合目録データベース NACSIS-CAT における 
書誌レコード調整の記録分析を通して─ 
Evaluation of Quality Control in Bibliographic Records of the Union Catalog 




概要 国立情報学研究所が運営する総合目録データベース NACSIS-CAT は、全国大学等を中心と
する書誌ユーティリティとして、全国学術情報流通の情報基盤としてその位置を確立している。
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６）原因不明分  表 1 書誌レコード調整件数と発生要因の推移 
併せて、NII における品質向上への努力として、
「書誌ユーティリティ課題検討プロジェクト最終
報告」(平成 17 年 10 月)、「NACSIS-CAT レコー
ド調整方式検討ワーキング・グループ報告書」(平
成 18 年 3月)、「NACSIS-CAT 講習会等検討ワー




























ケアレスミス 44 45 64 57 58 90 56
目録規則関連 68 20 10 23 33 31 22
機能論的処理規則 1 7 5 1 6 13 13
必須 11 6 19 10 18 17 12
規則未決定 4 3 1 0 10 4 8
1993 1999 2000 2001 2002 2003 2004









1993 年度と、接続機関数約 700 機関、図書書誌
件数約 500 万件、図書所蔵件数約 4000 万件に達
した 1999 年度から 2004 年度までの 6 年度分を
抽出し、それぞれA群、B群とした。また、１件
の書誌レコード調整に、多数の調整項目がある場













































A 1993 44 68 1 11 4 128
1999 45 20 7 6 3 81
2000 64 10 5 19 1 99
2001 57 23 1 10 0 91
2002 58 33 6 18 10 125
2003 90 31 13 17 4 155
B 
2004 56 22 13 12 8 111










 A B  
年度/原因 93 99 00 01 02 03 04
合
計
重複書誌作成 2 5 7 4 3 7 7 35
PTBL ﾘﾝｸ貼間違 4 3 2 4   6  19
ｺﾏﾝﾄﾞ使用間違    2 1   1  4
情報源表記見落し 16 8 23 8 12 23 15 105
記述部単純間違 18 27 26 32 35 43 28 209
ALに関する間違   2 4 7 5 7 3 28
調整不用 4    1 3 3 3 14
合  計 44 45 64 57 58 90 56 414






















ケアレスミス 44 45 64 57 58 90 56
1993 1999 2000 2001 2002 2003 2004
図 2 レコード調整の原因：目録作成者の不注意 
 















 A B  
原因/年度 93 99 00 01 02 03 04
合
計
VOL（説明語句・巻冊次） 5 1 4 3 8 6 4 31
HBK とPBK 1 1     2 6 1 11
TRの記録法 3     2 2 1 2 10
ED（記録法・解釈・書誌
作成単位） 
4 3 1 4  2 2 16
PUB（記述方法・書誌作
成単位） 
3 1 1 2 3 2 2 14
CW           1 1
PTBL 7 2   1 1 4 2 17
AL 1 2   2 2 2 1 10
固有のタイトル 17     4 4 2  27
複製資料       1 2   3
規定情報源上に表記有無 23 6 1 3 8 3 4 48
ルーズリーフ式資料     1    1  2
上記以外の書誌作成単位
に関る 
2        2 1 5
調整要を未調整でEDIT 2 3 1 1 1  2 10
所蔵付け間違い   1 1      2




















68 20 10 23 33 31 22





















 A B  
原因/年度 93 99 00 01 02 03 04 合計
書誌構造変更 1 7 3 1 5 8 11 36
TR→VOL   2   1 5 2 10
合  計 1 7 5 1 6 13 13 46






















1 7 5 1 6 13 13
1993 1999 2000 2001 2002 2003 2004

























































 A B  





1 2 3   3 3 3 15
VOL 増大（書誌分割）        1  1 2
確認（同定不能）        2 1  3
確認（ｹｱﾚｽﾐｽ懸念） 10 4 16 10 12 13 8 73
合     計 11 6 19 10 18 17 12 93

















レコード調整必須 11 6 19 10 18 17 12
1993 1999 2000 2001 2002 2003 2004







































 A B  
  93 99 00 01 02 03 04
合
計
版表示（頁数同じ） 2         1 7 10
版表示（頁数違う） 2 3 1   10 3 1 20
合  計 4 3 1   10 4 8 30



















規則未決定・不備 4 3 1 0 10 4 8
1993 1999 2000 2001 2002 2003 2004
 5
図 6 レコード調整の原因：規則未決定・不備 
 























重複レコード報告（NII) 41 18 95 107 42 29 32 38 35
1995 1996 1997 1998 1999 2000 2001 2002 2003 2004
 
















3 NII における品質向上への努力 
NII では、平成 16 年「書誌ユーティリティ課
題 検 討 プ ロ ジ ェ ク ト 」 が 設 置 さ れ 、
NACSIS-CAT/ILL の品質劣化の要因となる現状
分析と課題解決にむけての検討が行われた。そし

















































































































































































                                                                          
１ ﾚｺｰﾄﾞ調整方式検討ワーキング・グループ報告書の公開 
http://www.nii.ac.jp/CAT-ILL/contents/ncat_info_WG_re

















3版』日本図書館協会,2006. [付録6用語解説] p.403-424. 
タイトル 資料の名称または資料中に収録されている
各著作の名称を示す語句通常,資料に表示されて
いる。 
本タイトル 記述の本体およびその上位または下位レ
ベルの書誌単位の,冒頭に記載される主なタイト
ル。別タイトルを含むが,並列タイトルとタイトル
関連情報は含まない。タイトルの表示がない場合,
資料の同定識別のために本タイトルを付与する
ことがある。 
ﾀｲﾄﾙ関連情報  
本タイトルまたは並列タイトル,もしくは資料中
に書く著作のタイトルに結びついた形で表示され,
本タイトル等に関連して,これらを限定説明して
いる語句など。サブタイトルとタイトル先行事項
を含む。 
 
５ 学術情報センター編「目録システム・コーディングマニ
ュアル 第2章 和図書書誌レコード2.2.2.記述ブロック
ED」 （一部引用）“表示されている、版や刷を意味する
情報が本当に版表示であるかどうかは慎重に判断しなけ
ればならない。奥付に版の表示があっても、それが単に
「刷」を意味するようなものであるならば、その情報は
ED には記録してはならない。一方、「刷」と表示されてい
ても、内容的に変更があったことが他の情報源、あるいは
本文中等から容易に判明するならば、その「刷」の情報を
ED フィールドに記録することができる。その場合は、記
録の根拠をNOTEフィールドに記録する。ただし、その
他の情報により明らかな場合は記録する必要はない。” 
 
６ 例えば『日本目録規則1987年版改訂3版』「2.0.3.2 各
書誌的事項の情報源」ではイ）版･･･標題紙（標題紙裏含
む）,奥付,背,表紙」という基準を定めている。 
 
７ 分析からは直接に反映がされないが、RECON書誌
(2004年からは参照ファイルに変更)については、新しい
目録担当者の養成を行う際、最も説明の困難な事項であ
った。 
